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日本語教育指導者養成プログラム概要
	１.修了 (学位取得) 要件

33単位以上を修得するとともに、特定課題研究の成果の審査及び最終試験に合格しなければならない。

	
	(1)
	必修科目、選択必修科目及び選択科目
19科目41単位の中から、必修科目13科目29単位を含む33単位以上（特定課題研究関連科目7単位含む）を修得しなければならない。

	
	(2)
	特定課題研究

特定課題研究の成果として「特定課題研究報告」を提出しなければならない。ただし、②に述べるような特別な事情が認められる場合は、「特定課題研究論文」の作成が認められる。

	
	
	①
	特定課題研究報告

学生は、秋・冬学期に「特定課題研究演習Ⅰ」を春学期に「特定課題研究演習Ⅱ」を履修する。最終学期（夏学期）に「特定課題演習Ⅲ」を履修し、その成果を「特定課題研究報告」として提出し、教員からの口頭試問を受けなければならない。この研究は、3.特定課題研究で後述する趣旨と方法で行う。

	
	
	②
	特定課題研究論文

ただし、所属機関の要請や自国の慣例などから、どうしても論文執筆が必要な者については、上述の「特定課題研究報告」に代えて、「特定課題研究論文」を書くことを希望できる。その場合は、秋学期終了時及び実習後に、日本語運用力、成績、具体的な研究計画等が一定の水準以上であり、論文指導を受けられるかどうかを判定する審査に通らなければならない。この審査に通った者は、最終学期（夏学期）に「特定課題研究論文」を履修し、その成果を「特定課題研究論文」として提出する。


	2.  開講予定科目及び履修指導

	
	(1)
	開講予定科目
必修科目、選択必修科目及び選択科目41単位（特定課題研究関連科目9単位含む）から履修する。別紙「日本語教育指導者養成プログラム科目概要」を参照のこと。）


	
	(2)
	教員
プログラムのコースデザインやカリキュラム策定、審査等については、連携する2機関 （国際交流基金日本語国際センター及び政策研究大学院大学）の専任教員（＝担当教員）が当たる。授業は、2機関の専任教員が中心になって行い、必要に応じ、客員教員を依頼する。

	
	(3)
	履修指導
必修科目以外の科目履修については、必要に応じ、担当教員が、それぞれの学生の研究テーマなどに沿った科目の選択に対して助言、指導する。


	3. 特定課題研究

	
	(1)
	趣旨

プログラムの修了生は、帰国後、自国や地域の日本語教育の指導者として活躍することが期待されている。そのため、特定課題研究のテーマも、それに沿って行う実習も、自分の教授技術を向上させるだけでなく、まわりの教師達にも成果を伝えて意味があるものであることが望ましい。

	
	(2)
	手順

	
	
	①
	【来日前】
自国や自分の現場の問題点や課題を踏まえて研究テーマを設定し、実習（必ずしも、教室の中で行うものだけでなく、調査研究などでもよい）の構想を練って自国での協力者や協力機関もできるだけ決めておく。

	
	
	②
	【秋学期、冬学期】
授業や個別指導を通して研究テーマを深め、実習で行う調査や授業などについての具体的な活動案を計画する。

	
	
	③
	【春学期】
原則として自国に戻って、約1か月実習（調査や授業など）をする。

	
	
	④
	【春学期、夏学期】
一連の研究計画、実施、結果を、1. （2）に前述したように報告（又は論文）としてまとめる。


	4. 事前課題

	
	合格が決まった学生には、以下のような事前課題が課される予定である。

	
	
	①
	指定された教授法関連テキストの予習。（来日直後に、理解度を確認する試験を行う。）

	
	
	②
	自国及び自分の地域の日本語教育事情に関する情報収集と整理。

	
	
	③
	特定課題研究のテーマの設定と協力者、協力機関への打診。

	
	
	④
	自分の授業を分析するための授業の録画又は録音資料の作成。

	
	
	⑤
	その他、教員から指示のあった課題。
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	区分
	科目番号
	科目名
	学期
	単位
	修了に必要な　　単位

	区分Ⅰ　　　　　　
必修科目
	JLC3100J
	日本語表現法演習
	秋
	2
	 
  29
　　　　　

　　　　　33

,
  2 


  2



	
	JLC3110J
	日本語学Ⅰ
	秋、冬
	2
	

	
	JLC1120J
	日本語学Ⅱ
	冬
	2
	

	
	JLC1150J
	言語学概論
	秋
	2
	

	
	JLC3200J
	日本語教育概論
	秋
	2
	

	
	JLC3210J
	日本語教授法Ⅰ
	秋
	4
	

	
	JLC3220J
	言語教育研究法
	秋、冬
	2
	

	
	JLC3230J
	教師教育論
	通年
	2
	

	
	JLC3240J
	第二言語取得研究
	秋
	2
	

	
	JLC3300J
	現代日本の教育と文化
	秋
	2
	

	
	JLC3310J
	現代日本の社会システム
	春
	2
	

	
	JLC4300J
	特定課題研究演習Ⅰ
	秋、冬
	3
	

	
	JLC4310J
	特定課題研究演習Ⅱ
	春
	2
	

	区分Ⅱ　　　　
選択必修科目
	JL4320J
	特定課題研究演習Ⅲ
	夏
	2
	

	
	JL4330J
	特定課題研究論文
	夏
	2
	

	区分Ⅲ

選択科目
	JLC1320J
	異文化コミュニケーション
	春
	2
	

	
	JLC1330J
	言語教育政策研究
	春
	2
	

	
	JLC1340J
	日本事情教育研究
	未定
	2
	

	
	JLC1260J
	日本語教授法Ⅱ
	冬
	2
	

	備考

１　修了要件
次の①から③に示す要件を満たし、合計33単位以上を履修するとともに、特定の課題についての研究成果の審査に合格し、かつ、最終試験に合格すること。
①　区分Ⅰ　　29単位
②　区分Ⅱ　　2単位　
③　区分Ⅲ　　2単位　
２　授業科目は、年度途中で追加開設・変更される場合がある。


日本語教育指導者養成プログラム科目概要
下表は2017年度（平成29年度）日本語教育指導者養成プログラム（修士課程）の科目概要。

言語領域
	科目名
	授業概要

	日本語表現法演習
	日本語教育分野の研究活動に必要な実践的な日本語運用力を養うことを目的とする。具体的には、論文読解を通して論文の構成を知り、さまざまな読み方を学ぶ。さらに、論文に用いられる表現、研究発表やレポート執筆の基礎を身につける。

	日本語学Ⅰ

	日本語の文法、音声の特徴や指導法に関する講義やディスカッションを通して、これらの事項について自ら考察していけるような能力を身に付けることを目指す。文法においては、昨今の研究動向を踏まえて、具体的な学習項目を例に進める。音声においては、自らの発音を内省しながら、効果的な音声指導について考える。

	日本語学Ⅱ
	日本語の文字（主に漢字）・語彙の特徴に関する講義やディスカッションを行い、理解を深める。さらに具体的な指導方法を学習者として体験し、自国での指導に活かす方法を考える。
また、コーパスを用いて現代日本語の表現を検索・分析する方法について、演習形式で授業を進める。

	言語学概論
	日本語教育の基礎とすべき言語学の重要な概念のうち、社会言語学と対照言語学に焦点をあて、研究方法などについて、講義形式で概説するとともに演習を行う。


言語教育領域
	科目名
	
	
	授業概要

	日本語教育概論
	
	
	1）自国の日本語教育の現状を把握し、その特徴、これまでの成果、今後の課題等を広く世界の日本語教育関係者に向けて発信できるようになること、2）日本語教授法の流れを歴史的に概観し、自身の現場で行われてきた日本語教育のあり方を振り返り、今後進むべき方向性についてビジョンが持てるようになること、以上の2点を目的とし、発表や学生間の議論を中心とした演習形式で行う。

	日本語教授法Ⅰ
	
	
	初級レベルの学習者を対象にした教授法を演習形式で行い、実践的な知識と技能を獲得する。まず、日本語の学習と教育を第2言語習得研究の観点から捉え直す。また、自分がこれまで教えてきた日本語コースの内容や方法、評価のあり方をJF日本語教育スタンダードの枠組みから再評価し、改善案を考える。

	日本語教授法Ⅱ
	
	
	教授法Ⅰで学んだ様々な教授法関連理論にもとづき、「聞く」「話す」「読む」「書く」の技能別に行う授業実践を考える。さらに「評価」の観点から、パフォーマンス評価や総合的な評価、コース評価、カリキュラム評価などを取り上げる。

	第二言語習得研究
	
	
	第一言語（母語）の習得と第二言語（母語以外の言語）の習得はどのように違うか。ある学習者が他の学習者よりも速く学ぶのはなぜか。ある学習項目が他の学習項目より早く習得されるのはなぜか。本講義では、これらの疑問を解明しようとする理論を紹介し、それらの理論を検証するためにどのような研究が行われてきたかを概観する。また、第二言語習得理論の教室への応用についても検討する。さらに、実際の研究論文の講読を通して、データ収集やデータ分析などの研究方法を学び、自らの研究に活かす方法を考える。

	言語教育研究法


	
	
	言語教育研究で使用される主な研究方法を理解し、各自の研究課題に即した調査法を身につけることを目的とする。主にインタビュー法および質問紙調査法に重点を置き、その手法に即したデータ収集・データ分析を演習形式で行うことで、質的･量的研究プロセスの基本を学ぶ。冬学期末には、各自の帰国実習の計画と調査方法の検討を行い、自らの研究をデザインすることを目指す。

	教師教育論
	
	
	それぞれの日本語教育環境において教師に求められる資質とその向上のための方法について、特に自らが教師の指導者になるという前提を踏まえて検討する。そのため、授業では、自分自身の経験や考えについての内省活動を行い、それに基づいて参加者間の議論を行う。


社会・文化・地域領域
	科目名
	授業概要

	現代日本の教育と文化
	日本の教育の成果と課題、制度の仕組みと改革の動向などを学ぶとともに、日本人の言語や日常生活への観察を通じて、日本人の基本的な考え方・行動などについて考察する。

	現代日本の社会システム
	現代日本の社会運営の仕組みと実際を、政治・行政、経済・産業、社会保障など多様な視点から講義する。関係教員によるオムニバス形式の授業になる。

	異文化コミュニケーション

	異文化コミュニケーションに関わる基本的な理論について、異文化トレーニングの体験やディスカッション等を通して具体的に理解していく。また、日本語教育の現場における異文化コミュニケーションの実際について知り、授業のあり方を考えていく。

	言語教育政策研究
	
	日本や諸外国における外国語／第二言語としての自国語の教育政策・施策の現状について触れながら、今後期待される言語教育や言語環境の整備の在り方について考察する。この講義では、できる限り意見交換や対話を重視した授業としたい。なお、希望や授業の状況に応じて関連機関の訪問も行う予定。

	日本事情教育研究
	
	日本語教育において、日本や日本人を理解するということは、どのように扱われるべきか、また、どのように位置付けることができるかについて考える。近年、言語教育における「文化」の扱いに関してさまざまな研究がされている。本講義では、それらの研究も参考にしつつ、自国の日本語学習者を意識した上で、日本事情・日本文化理解を授業でどう展開していくか、具体的に授業を設計する過程を通して考える。


特定課題研究

	科目名
	
	
	授業概要

	特定課題研究演習Ⅰ
	
	
	将来、各国で日本語教育における指導者となるために、現場の事情を踏まえた各自の研究テーマを設定し、その課題解決のための全体構想の作成、先行文献の読解などの基礎作業を行う。

	特定課題研究演習Ⅱ
	
	
	原則として、自国の現場に戻り、研究テーマに添った実習（調査研究を含む）を行う。また、その準備や発表のための整理を行う。

	特定課題研究演習Ⅲ*
	
	
	先に自ら設定した課題に沿って、理論と実践を結びつけた研究報告を作成する。

	特定課題研究論文*
	
	
	先に自ら設定したテーマについて、特定課題論文を執筆する。（この科目は、原則として、秋学期終了時と実習後の審査で論文作成の実力があると判断された者のみ、履修することができる）


＊　「特定課題研究演習Ⅲ」または「特定課題研究論文」のいずれか一科目を必ず履修しなければならない。
＜参考＞　本プログラムは以下のように4学期構成で行われる。各科目は、原則として15回授　

　業を行う。

秋学期（10月～1月）　冬学期（2月～3月）　春学期（4月～7月）　夏学期（8月～9月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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